
2023年 4 月 16 日(日)13:30～16:55（受付12:00～）

岡山大学創立五十周年記念館 金光ホール

主催：おかやま地域発展協議体 おかやまスポーツプロモーション研究会
共催：おかやまスポーツプロモーション機構 岡山大学 後援：スポーツ庁

おかやまスポーツプロモーション研究会が積み上げてきたもの
梶谷 俊介 氏（おかやまスポーツプロモーション研究会 代表）

「まち・企業×スポーツの価値共創」
・坂本 弘美 氏（スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当）付 参事官補佐）

「スポーツ・オープンイノベーションの未来」

・高木 大地 氏（株式会社Cone・Xi 代表取締役社長）

「企業がスポーツと社会の課題を解決する：在宅療養者のスポーツ観戦支援」

・松尾 浩紀 氏（ダイヤ工業株式会社 代表取締役社長）

「企業とスポーツが共創して課題を解決する：異業種と連携した商品開発」

・高岡 敦史 氏（岡山大学 准教授／合同会社SPORTS DRIVE 社長）

「スポーツが企業の経営課題を解決する：企業によるスポーツ協賛の構造転換」

・パネリスト・フロアによるディスカッション（60分）

おかやまスポーツプロモーション研究会のこれから
廣野 景治 氏（おかやまスポーツプロモーション研究会 事務局長）

Googleフォームからお申し込みください
https://forms.gle/kcED2M25ZK6ghBfw5

参加申込QR

本件についてのお問い合わせ
＜SPOC100事務局＞ MAIL info@sportsdrive.jp TEL 090-4578-1506（いずれもSPORTS DRIVE LLC）

https://forms.gle/kcED2M25ZK6ghBfw5


スポーツによる地域活性化・まちづくりに関心のある産官学金言
スポーツ等の関係者が集う「おかやまスポーツプロモーション研究
会（Sports Promotion for Okayama Community研究会，略称SPOC研
究会）」が，2014年10月発足以来，毎月1回の定例会を積み重ね，
2023年4月に100回を迎えます。

梶谷 俊介 氏 おかやまスポーツプロモーション研究会 代表 代

岡山トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長
（一社）岡山経済同友会 代表幹事
おかやまスポーツプロモーション機構 運営委員長
岡山青年会議所 第47代理事長 岡山商工会議所青年部 第６代会長
岡山県教育委員会委員

坂本 弘美 氏 スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当）付 参事官補佐 １

大学院を卒業後、NTTコミュニケーションズ（株）にシステムエンジニアとして就職。そ
の後、2016年３月に経済産業省に入省、製造産業局にて製造業のIoT推進政策に携わる。
2018年10月から同省 商務・サービスグループにて、主に中小・小規模事業者や自治体へ
のキャッシュレス推進政策に携わる。2020年７月より現職、スポーツの成長産業化に取り
組む。

高木 大地 氏 株式会社CONE-Xi 代表取締役社長 １

病院で看護師として従事していた時に、「家に帰りたいけど、帰れない」という患者の声
を聞き、在宅医療業界の社会課題を解決すべく2017年８月に株式会社Cone・Xiを創業。
慢性的な医療者の人材不足を解決すべく「医療者のスポット業務シェアリングサービス
‐chokowa‐」を開発/運営。2022年トヨタ・モビリティ基金のアイデアコンテストに採択。

高岡 敦史 氏 岡山大学学術研究院 教育学域 准教授 １

おかやまスポーツプロモーション研究会 副代表
スポーツまちづくり会社・合同会社SPORTS DRIVEを2020年４月に起業。
部活動の地域移行に関する岡山県全域対応コーディネーターを務める。
筑波大学大学院修了（博士：スポーツ経営学）

松尾 浩紀 氏 ダイヤ工業株式会社 代表取締役社長 １

東洋大学経営学部を卒業しIT関連企業を経て06年に入社。
2017年にオーストラリア・BOND大学大学院経営学修士でMBA取得後、2018年より現職。
第１回岡山イノベーションコンテスト2017ファイナリスト

廣野 景治 氏 おかやまスポーツプロモーション研究会 事務局長 １
株式会社iプランニングKOHWA 代表取締役社長
岡山商工会議所青年部 第11代会長

この8年半の間，大きな地震や豪雨災害が度々発生したり，コロナ禍に見舞われたり，あるいは国家間の戦争が
勃発したりする中においても，東京2020大会をはじめとしたメガスポーツイベントは開催され，岡山のスポーツ
シーンも浮き沈みを経験しつつも，基本的には社会を明るくしてくれていました。

しかし，スポーツの機能はそれだけではないはずです。
スポーツ庁が推進する「スポーツ・オープンイノベーション・プラットホーム（SOIP）」やスポーツによる地

方創生・まちづくりを背景にして，岡山でも，企業がスポーツをフィールドに商品・サービス開発をしたり，地
域がスポーツを活用して社会課題を解決したりしようとする取り組みが動き出しています。また，スポーツ団体
が積極的に企業と協業し，双方にとって有益な価値を生み出しているケースも確認されています。

そこで，100回目となるSPOC研究会では，岡山の地方創生やSDGs推進に寄与するスポーツ・オープンイノベー
ションを生み出す機運をより一層高めるために，まち・企業とスポーツの幸せな関係のあり方を考えます。その
先にはきっと，地域・企業とスポーツとが価値を共創していく方法が見出せるでしょう。
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